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and Nandintsetseg 2011, Global Planet. Chan.）．また，この土壌水分
偏差は，バイオマス量の偏差とも相互作用し，草原生態系を生業
の基盤とする遊牧民，さらには長距離移動する野生動物の移動パ






になったメモリ効果の知見を紹介し，その意義を検討する．   
2. モンゴルにおける降水遮断実験 
東アジアの主要な黄砂発生地，ゴビ砂漠の北に位置する Bayan 
Unjuul（47.0o N，105.9o E）は．年降水量は 163mm で夏に集中し，
年平均気温は 0.1℃で，一年のおよそ半分の期間は氷点下となる．
ここで 2005 年に雨よけによる夏季降水遮断実験が行われた
（Shinoda et al. 2010, J. Arid. Environ.）．遮断された降水量は，60-80














産量に影響する（Iijima et al. 2008, Hydrol. Process.）．北部ステップ
が典型的に広がる Shortandy（51.3o N，71.2o E）は年降水量が 335
ｍｍ，年平均気温が 2.0℃であり，ここの耕作放棄地の草原におい
て，2010 年 4 月の最大積雪時に積雪を除去する実験を実施した． 
積雪除去区と対照区との間で、初年度から土壌水分鉛直分布な
らびにバイオマス量に差が現れた。土壌水分の鉛直分布は、融雪
直後(5 月)の時点で表層～60cm 深で、5.2mm の差があり、6 月には
その差が 39.5mm に拡大した。9 月には、表層では対照区が逆に少
なくなったが、20～100cm 深で 21.8mm の差があり、深層まで土壌
水分差が拡大した。バイオマス量は、地上部、地下部とも、成長




























 (a) Mongolia (b) Kazakhstan 
図 1 (a)モンゴル草原の降水遮断干ばつ実験と(b)カザフスタン草
原の積雪除去実験における地上部、地下部バイオマス量変化。 
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